






外部講師による民謡の授業を受講した学生に対 して行った 3回のアンケー ト調査を基に,授業の問題点
と課題を検討 し,｢日本の伝統的な歌唱｣授業の今後のあり方について考察を行った｡その結果,1.教
員養成機関では,技術習得を中心とするのでなく体験として学ぶことが重要であること,2.学校教育に
おける伝統音楽の学習には,生の音を体験 し,児童生徒各々が発声の違いや特徴を感 じ取 り,それを自
分の声で自由に表現することが重要であること,3.従来の頭声的な発声を重視すると共に,｢邦楽的な
発声｣を認識することによって,多様な民族の音楽を理解することが重要であることが明らかとなったO





















































































































































































































































②調査時期 :第 1回平成 15年 6月 13日,第2回平






15 18 6 112 学ー校教育教員養成課 1年生 2午 程 7 2年生 8
度 総合教育課程生涯教 3年生 4
育コース S他学部 3 4年生 4
16 25 3 22 学校教育教員養成課 1年生 ll
午 梅 17 2年生 7
度 総合教育課程生涯教 3年生 7
育コース .6他学部 2 4年生 o
17 35 5 30 学校教育教具養成課 1年生 23
午 程 18 2年生 7
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回6発声で困難な点
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虫明 鼻砂子
表3 中学校学習指導要領における伝統音楽関連妃述 下線部は筆者による
昭和33年告示 昭和44年告示 昭和52年告示 平成元年告示 平成10年告示
目1年:郷土の音楽やわが国お 1年:郷土の青菜やわが 1年:我が国及び諸 1年: 様な音 1年 :重畳を量里に興味関心よび 界の有名な民謡.民俗 および諸外国の民謡, の民謡並びに古 に を ,幅広くiE る b
音楽を取り扱い,それらの養 民俗青菜に親しみを持 典から現代の作品ま 芯~を持たせ る を育てるQ(荘貫帯域)
市守共通性を感じさせるO 町 ~ でのうち,平易で親 とともに,幅広 2.3学年 :音楽に対する総
2年:郷土の音楽,各種の民 2年:郷土の音楽やわが しみのもてるもので い鑑賞の寵7f 合的な理解を深め,幅広く官
謡及び民族音楽などについて,それぞれの音楽の特色ある美しさを味わわせるQ3年:時代別および民族別による音楽の特徴や音楽の組み立てを理解させ,特に日本の音楽に対する関心を高めるD 国および諸外国の民謡,民俗音楽の特色を味わ万官有:~~3年:郷土 音楽やわが百L氏"､石膏m もに,日本の音楽の動向に関心を持たせるO あること○ を養う○ 夏至亘置夏を高める丁-
1年:わが国や世界の明るく親しみ すい有名な歌 ,氏 1年:※曲種は,わが国や諸外国の民謡及び古 1年 :※我が国及び諸外国の百雷肝 1年 :※我が国 1年 :※わが国青菜及び世界及び諸∠町圏~面 の古典から現代までの作品,
詣およてメ郷土の歌2年:わが国や世界の親しみやすい有名な歌曲や民謡 典の歌曲から現代の歌 古典から現代の作品 民謡並びに古 郷土の民謡など我が国及び
) 曲までのうち,平易でtみのあるものとする勺 までのうち,平易で親しみのもてるもの ゝ 世界の民謡のうち,平易で親t罰 ㌻もて るものであるこ
ロロ での つ
こきりこ節 (富山県民 であることQ ち丁平易で親 し と○
蘇) 2年:※,親 しみの みの もて るも ･我が国で長く歌われ親 しま
2年:1年と同様 もてるものであるこ のであることo れているもの
斉太郎節 (宮崎県民謡) とQまた,郷土の民 2.3年 :わが国 ･我が国の自然や四季の美 し
3年:※,平易で芸術的 謡を取り上げるよう 音楽及※,親 し さを感 じ取れるもの
なものとするQ にすること○ 一みの もて るも ･我が国の文化や 日本語のも
かりぽし切り歌(宮崎県 3年:2年と同様 のであることQ つ美 しさを味わ え るもの
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虫明 其砂子
だろうか｡
Ⅳ.おわりに
教員養成のカリキュラム改訂に伴 う ｢伝統音楽の
歌唱｣授業について,アンケー ト調査,学習指導要
領での位置づけ,hdiana大学で■の授業経験に基づい
て考察を行った｡その結果をまとめると,次のよう
になる｡
(1)教員養成機関では,技術習得を中心とするのでな
く体験として学ぶことが重要であること｡
(2)学校教育における伝統音楽の学習には,生の音を
体験し,模倣することによって,児童生徒各々が
発声の違いや特徴を感じとり,それを自分の声で
自由に表現することが重要であること｡
(3)伝統的な発声を学ぶ際,従来の頭声的な発声を重
視するとともに,大切に取り扱い,｢邦楽的な発
声｣を認識することによって,多様な民族の音楽
や発声が理解できること｡
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